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營
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縮
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あ
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^
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す
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；た

»

を
以
そ
、滿

.：

足
'し
な
け
れ
ば
：な
ら
丸
勞
働
者
の
求
へ
め

‘て
已

.ま
：ざ

.■る
民
主
的

®
 

:
••
障
.：の
如

&

桃

自

^

制
.限
を
加

'へ
&

る
、

に
至
る
を
免
か
’れ
な
い

:

,
.
1
ニ
、科
，學
的
.經
：營

^
ビ
獬
.
.'L
:な
が
ら
、仕
事
を
分
，配
；し
た
.
^
>
、貨
，銀
を
_決
寫
し
.

,

6す
る
方
法
-は
：，
 

.
:
«る
非
科
學
的
：で
；ぁ
り
、又
木
公
疋
で
あ
る
。

要
す
る
に
：パ
此
.轉
營
法
は
其
精
神
：に
於
て
、翁
た 

.:'
:
:
:
'x
其
喪
‘素
に
於
て
、勞
«
.潘

：に
：
過

：勞

を

强

：
ひ
、
結

局

：彼

等

：を

し

、
て

「

ス
：

H

ッ
チ
ン
グ

」

の
下
に
立
？

>

^
考
ら

;1
,
む

>̂
'
を
免

'か
ー
れ
：
な

：い
：
も

の

で

あ

‘る

こ

士

で̂ ̂

, 
’
 
：
 

:

: 

.

.

.

.

.

 

'

.
四
^
;學
的
經
營
，法
は

"近；.

代

^

業

0
特

.徵

—

仕

«

01

.局
部

1;
'讀

す

る

，
傾

向

；
を

太

，
な

，
ら
 

.

;^
め
#

,働
.
'者
は
：：每
日
：堪

_

な
.
_
,
る

：
仕

，
事

：

.に

.維

？

ば.か

：
ぅ

で'あ
-る

：
：
.か
.らr

仕

、
事
It
、就
て
の
創
意
や

.

第
十
四
#
：
2

ニ

5

.
論
-

-0
.
-
科
學
的
經
瞥
法
と
务
働
組
合
.，'

■ 

. 

- 

'

 

/

第
'八
.狹
：.

.八
：玉
‘



‘
'瀚 

: 

(

ニ
..
'1..

四)

：
.

#

1

^
 

. 

. 

f

M
 

:

昼
ハ
'

::
-狹
.集
.を
'
:失
.ひ
诚
'性
や
.：發
_

:

’の
f
e
.力
'を
破「

寧

:
'■
!
:

.
:
: 

‘丨
 

.
參

働

雄

合

に

ー

镛

す

る

勞

論
•#
は

大

；g
t

e翁

て

班

：車

：の
：
論

點
.か

ら

、

科
； .

學

‘的
，
.释 

:又
'自

：分
0
'從
'事

す

る
.壮

事

‘に

轉
 

e
す
る
場
合
に
は
、極
力
之
に
反 

對
す
る
次
第

-で
ぁ
る
が
、斯
ぅ
云
ふ
反
：對
論
は
染

V
で
苹
當

0

も

0.
'
|
認
'め
.ら」

れ
广
な
で
あ
、.；ら

今

•

■

&

;
:
»當
'否
を：

論
ず
も
前

に

、科
學
的
織
營
法
の
.主
張
：者
，が 

'
.
上
爾
の
.反
.，對
爾
：に
.如
#

な

る
駿

.  

.

 

.

.

 

,

:

雜
.を

-a
d
一へ：'ゃ
ぅ
S
す
，る
：か
' を
.
.擎
.へ
.た
：い
。：

彼
等
.：の
®
論
：笑
f
名
.所
律
要
'
'ず
‘る
S

寒
働
組
，合 

:

所
.爾
，の
^

»
缔
は
辨
皐
袖
輯
#
:
.法
0
性

質

方

式

幷

:̂
結
：果
'に
就
.て
、無
_

で
あ
る
こ
彡
ユ
蓰
來

摩

働

、者
：
が

產m

il
#

又
/
は

方

式
^
 

.於

.，て
、m

M
と

肖

な

つ

泠A
0
;
.
の」

が

：
も

、
苦

，
，
^

經

驗

を

,

 

.

.

.

.

.

.

 

* 

' 

• 

. 

.

.
と

も

も
：：

る
；
^
:ヤ
_

.
學
的
.經
：'營

法
.も

亦

：
同

機
：to
も
：の

で
あ
，ら
ぅ
ゼ
'去

ネ

.考
を
'

#

.

^

,

^

^
に…

反

.對 

す

：
る
：
k

過
ぎ
な
：•い
.」

ビ
、

(

三)

科
學
的
鑛
癱
读
の
卞
ヒ
資
本
家
.と
.勞
，
働
#
.
ど

の

：
間

に

於

-け

る
_

M

が
成
±
.

し
て
、兩
者
0
:
.
關
係
が
圓
，滿
.に
爲
：つ
た
な
ら
ば
、從
來
勞
働
者
の
間
に
勢
力
を
揮
つ
だ
勞

.

.
• 

■

-
 

. 

. 

: 

' 

,

. 

.

.

.

. .

.

. 

_ /

.働
#

'®
指
#
.者
の
：如

.き
"は
、其
地
：位
職
分
を
失
墜
す

.る
こ

•ど

、

爲
，
る

を

；
恐

れ

て

、
，：

m
然
科
學
嫌
ぃ
經

0

法
P
反

；
對

す

る

：

.
t
.ビ
、

(

四)

科
學
的

 ̂

於

て

ば

、
純>
の〗

缺
點
が
あ
&
、ス
其
本

•
1
• 

• 

: — 
： 

.

.

.

質
を
輪
，解
せ
ざ
る
事
業
主
の
爲
め
k
、實
行
多
れ
て
、多
く
の
間
，違
を
；生
.ず
る
こ
：せ
も
あ

.る

.、
塔

對

者

は

是

等

些

，細

£
,
點

即

ち
'經

營

法
.
の
.
精

神

：i

係
な
ぃ
激
*
擧
げ
て
遍
議
を
試
み
必
に
過
ぎ 

な
い
こ
と
：

@

#

點
.
に
：外
な
ち
な
い

0
0-

■

 ̂

'

■'
•
;
n
-
v
.

':
:;
:

. 

, 

v

 
パ
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;
.
'
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;
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、
.
:
:

:
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'
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-
. . 
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;■ 

W 

,-
.

ぐ
科
舉
的
經
營
法
を
以
て
、勞
働
哲
の
利
益
に
反
對
す
る
も

®

ヰ
解

®

す
る
の
が
迅
し
い
：か
，诳 

し
ぐ
な

•い
か
、兩
派
の
生

：̂
は
•右
に
祸
げ
た
所
で

.、總

括

^
,
れ

て

居

る

;0
.
私
の
.
考
へ
.
嗪
所
を
以
て 

す

％

R
.科
學
的
經
營

.法
ビ
勞
働
絀
•合
主
義
と
を

0

-1
:
、柑
容
れ
な
い
も
の

^

ぁ
' る
と
す
る
：說
の

: 

-  

.

.

.

. 

I
 

丨

.

.

.

.
 

.
:

內
に
戈
種

"冷
の
誤
解
が

.
あ
る
。
例
へ
ば

*

®!
營
：法
の
開
祖

^

も
云

.ふ
可
き

%

I
ラ
ー
氏

.0
:如
. 

&『

科
學
的

.輝
營
法
位
事
業
主
と
勞
働

«

:^
-0
.
間
' 
に
、和

«

®
調

承

‘.

®

存

在

宋

る

一

^
,

云
"
^
根

本

的
 

.推

.测

杯

基

念

、
隨

、
て

，：
平

和

を

P

的

と
.し

て
'紙

織

せ

：
ち
.
る

.>
に

：反

し

、勞

猶«

合

ぱ
.

_猙

を

-@
的

这 

し
-て
、組

織
さ

.れ
：
る

。’
.科
學
的
經
鋒
法

' ば

總

て

、
の

入

，
の

幸

爾

妙

不

if
.
に

增

加

加
'̂
-
-.
能

寧

と

缉

簿
 

額
；
ビ

を
要
求
す

.る.推
测

R

基
き
、勞
働
組
合
は
生
產
の

«

限
を
虫

.服
土
す

』

と
云
へ
る

M

如
§
、朋 

勞
働
組
合
が
組
合
員
の
；熊
率

#
:進
に
資
す
る
效
果
の
大
な
る

.を

■

卿
し
、俊
！

4

勞
勞
働
組
合

 ̂

非
.

_を
：加

-
た
所
の

«

說
で

.ぁ
る
ビ
云
は
な

It
,
れ
.ば
な
ら
ぬ

0

.斯ー
Q
iD
さ
は

.
吾
人

CD
-,深
く
細 

「

み
る

.を

.喪
し
な
い
所

'で

.|>
-
-
る
,0
.蓋

し

勞

働
M
合
’、は
_

#*
令

.@
的

:*
.し
' 
て

*

“

、'b
-H
た

^

,
.4 
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:

の
で

‘は
：
な
'
‘い
、.
，
に
.
0
0
に
從
ぅ
衣
け
で

'*
嚜
。

3C
勞
働
組
合
は
或
る
狀

®

の
下
に
於

>
て
は
、生 

難
额

fc
制
限
を

.

，
へ

，る

け

れ

ど

も

、
能

.率
幷
に
生
產
ン
力
.の
增
加
を
企
圖
し
て
巳
爻

.な
い

も

の
で

-

,

- 

■

I

.

:

ぁ
る
、要
す
る
に
勞
働
組
合
の
形
式
に
於

.て
頌
骞
な
る
事
柄
は
其

1
\の
:@
利
'を
目
的

w

す
る
組 

織
^;
.ぁ
る
事
實
に
存
す
る

0」

で
6

つ
て
、事
業
主
ビ
一
種
の
事
務
を
爲
し
、自
己
の
支
配
す
る
，產 

物
の
：寶
却
れ
就
て
，取
引
を
爲
さ
ん

ビ

す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い

o

此
黏
に
就
て
，科
學
的
經
營 

法
^

勞

働

輝

合

と

の

，
間
.
.
p大
：
な.る
矛
盾
を
生
す
る
の
道
理

‘は
之
.を
：見
出
す
•を
得
な
い
の
で
ぁ 

る
.。
、.
生
®
額

の
間
@
に
;:
.就
：て
も
亦
#

®

b
.
で
ぁ
る
。
.
勞
働
組
合
に
し
て
、̂
利
を
主
眼
ビ
す
石 

與

上

.̂
必

す

し

も

生

產

额

.の

制

，
很

を

絕
S
に
主
張
す
る
も
の
で
は
.な
く
、其
制
限
し
伴
ぅ
弊
害 

木
.

^
組
合
の

8E
め
.る
所
で
あ
つ
て
、寧
ろ
新

|機
械
な
：り

‘、新
方
式
な

i
、«r
課
程
な
办
を
誘
導
し 

y
、

組
合
員
各
自

:0
生
產
カ
を
僧
進
せ
ん
ど
努
力
す
る
に
相
違
な
い
の
で
ぁ
る
が
、組
合
は
斯
く

' 

.

.:

.

.

.
 

.

,ぐ,：.——

. 

. 

.

.

tv 

,

生
產
カ
を
增
進
す
る
に
就
て

£

ッ
の
條
件
を

#
す
る
こ
と
を
必
要
と

-す
る
。
其
一

ッ.

は
改
良 

3
れ
.た

方

式

、
增

進

一

れ

た

努

力

、

®
加
し
た
產
出
高
が
め
ず
勞
働
者
の
賃
銀
を
增
す
な
む
、

勞

働
 

_
件
を
良

< 
す
名
な
：务
、相
當
の
效
果
を
齎
：す

'可
き
で
ぁ
つ

‘て
、決
し
て
反
對
の
.結
果
を
生
•
ざ 

:

る
こ
と
で
ぁ
ゲ
、他
の

..
ー、ッ
は
勞
働
者
0
:努
カ
の
增
進
は
生

a
上
の
®
^
の
外
に
出
で
ざ
る
こ

で
‘
あ
る
。

.
‘然
る
に
實
際
に
徵
す
る

.ビ、是
等

0
1 
ニ
條
件
は

.
容
易
に
：.遵察
さ
れ
な
い
事
業
主
は 

改
：良
福
は
生
：產
高
勝
加
：̂

#
ぅ

利

益
0

全
邵
を
私
し
て
、之
を
勞
働
者
に
.頒

與

し

な
い

の

み

な.
 

ら
ず
、勞
働
者
に
對
し
て
支
拂
ぅ
可
き
報
酬
に
減
率
を
加
ふ
る
場
合
す

’ら
’な

し

ビ

し

な

い
の
で

あ
る
， 

r

 

, 

:

 
'

々
.

 

.
.

.

:

科
學
的
經
營
法
を

' 主
：張
す
る

#

の
眼
か
ら
見
た
な
ら
：ば
，今
日
事
業
主
ビ
勞
働

?

'
の
間
に
、
 

賃
銀
の
決

-定
さ
れ
る

'方
法

.は
、
非

斜

，
學

的
*
法
の
甚
だ
し
き
も
の
で

^
ら
：
ぅ

。

即

ち

今

日

の

'
賃 

銀

|2
る
、所
謂
團

.體
的

.収
1̂

で
決
定
さ
れ

「

る
の
で
あ
る
が
此
取
弓
の

S
素
*、し
爲
る
も
の
は
®

©
 

で
定
■ま
つ
た
JH
常
.叉
は
V櫸
準
赁
.，銀V

、

同

じ

く

習

慣

、で
.定
ま
つ
た
勞

.«
.

者
の
：生
！»
:標
準
：せ
：Q

ニ
！
 

考
で
：：
.*
ヾ
る
。

事
業
ま
.ビ
勞
#

_

と

0
:間
_に
取
引
の
行
は
れ
る

举
令
に
、從
來
；の
狀
隹
に
於
'て
•勞
；
 

餐
者
：が
.檩
：举
賃
銀
I-
値
す
.る
^
け
一
の
仕
.

を

し

て
居
ら
な
い
こ
ビ
を
事
、

*
主
の
方
で
、

to
め
て

.

:

居
、_

;
ヌ
は
從
來
；の
賃
銀
で
、勞
働
容
が
習

«
上
：認
め
ら
れ
て
居

.る
ょ
.り
も
、高
、

s-

櫸
.準
の
生
活

' 

一
を
營
ん
：で
居
る
匕

S
.を
！I

め
た
な
ら
ば
、事
業

.主
‘は
®
部
を
引
下
げ
る

.か

、
又
，
は
：
從

，
來

.の

..賃

銀

に

對
一
し
て
、多
く
の
仕
事
を
.さ

せ

'̂
.こ
ど
に
努
カ
す

.

で̂
あ
ら
へ
ぅ
0

而
し
て

#
年
の
實
驗
に
，據
る
.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
 

：
 

'

•

.

:

•

•

•
 

' 

.
+
■
/
-
.
/
' 

.
 

.、
-
 

: 

> 

‘
 

'

S
事

業

主

：
は
：
斯
：
る
場
合
へ

に
：.出
.：

來」

得
.ふ
.限
り
、生
產
高
.を
：：.增
加
し
て
，同
同
時
K
.勞

,»
寧

に

へ

取

與

多

れ
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論

0

科
摩
的
.經
.管
法
と
'勞
働
耝
合
ン

• 

.
，第
八
虢
' 

九
.〇

-

,

. 

，'
'て

.
- 

* 

> 

. 

;

-

ん
，と
す
る
也
產
物
の
高
を
鉍
縮
し
や
5-
ビ
す
、る
。
：
斯
べ
て
新
機
*
な
.り
、«
生

*
方
，,

が

。應
'

„
れ
た
な
ら
：ば
、如
，何
，在
る
結
果
ヒ
德
る
で
あ
：'ら
う
か
^
 ̂

從
#1
の
賃
銀
礼
#

に
勞

• 

.

.

. 

. 

- 

. 

. 

. 

. 

:

«
.、條
.
«の

，下

に

於

て

、
勞

働
*考

は

普

通'0
生

活

標

单

を

維

持

す
.名
を
得
た
こ
と
を
理
由
、

S
し
て
、
 

舞
銀
を
引
下
げ
ん
と
す
る
で

*
ら
う
し
、又
は
少
な
く

•'
£
%•
賃
銀
の
引
上
を

.拒
否
す
る
の
で

 ̂

^

?'.
.:
叉
：生
食
の
方
式
：：に
何
等
の
淑
良
の
行
は
れ
な
か
つ
た
.場
合
に
、勢
働
者
の
努
力
や
、生
產
カ 

.を
增
進
さ
せ
る

^
は
、如
何
な
る
方
法
が

.行

.は
れ
可
き
も

>0
で
あ

‘

か
ど
云
へ
ば
、勞

«

^
中
、抵 

相
力
の
弱

>
 
者
又
最
も

.雜
闕
攻
地
位
に
：居
る
考
に
鞭

_

る
^

^
は
.：
彼

等

の

.
仕

事

の

成
 

績
に
對
レ
て
、賞
與
金
割
增
金
を
與
へ
る
か
の
方
法
を
用
ゆ
る

:0
で
あ
る

ノ

ff
i
し
て
是
等
.の
方 

■-法
が
效
を

,

し
て
、成
る

#
働
者
な
り
、勞
働
者
の
圈
體
な

b
が

{

寧
の

.仕
事
の
分
量
を
從
前

0 

時m

ょ
り
も
皁
く
仕
上
ぐ
る
に
至
つ

^

な
ら

»:
之
を
標
準
と
し
て
、新
に
一
般
の
賃
銀
の
標
準 

を
#
し
や
う
ど
す
る
。

«|
1
ち

時

間

賃

銀

の

場

合

；な
，
ら

ば

，
最

强

敌

敏

の

：
勞

働

.潘
の
仕
事
に
於
け

. 

,$
«
:輯
办

.全

體

：の

癖

準

；
と
•
‘爲
b
.ff
i
數
賃
銀
.の
場
合
な
，タ
极
、賃
鋒
率
は
.必
す
：，斯
る
格
外
に
敏
歡 

”

勞
働
素
；の
腐
め
：に
；引
下
げ
ら
れ
y

る
を
得
.な

$
、何
ミ
な
れ
ば
：

.

|

定
'

_:0
貴
薇
で
，勞
働
者 

は
勒
顧
の
生
活
標

.準
を

*
持
す

‘る
に
必
要
な
る

よ

り

名

多
く
を
得
る

i
と
が
立

.證
^
れ
る
か

.
ら

で

あ

る

。

.
斯

.る
，事
憎
にk

;
v

考
Iへ：；

る
ビ
、1

部
.の
勞
働
者
'が
能
率
を
.

ぐ
し
セ
連
產
_

を
，增 

.す

.乙
ビ
は
、之
に
對

.す

.る
報
葡
の

M 

 ̂

對

^

%
、賃
：銀

'0
減
维 

.を
'
Kす
が
、然
ち
ず
ん

ば

同

•-
—*
,

率
の
質
銀
に
對
：し

.て
、多

く

の
仕

¥
:%
,
す
‘.る

^

^
:
>>
1る
:.
:
°
.斯
 

'る

.

.
結

果
&)
生
.ず
る

Z 

?
を
防

'ぐ
唯

.ブ
の
；道
は
事
業
丰
を
し

‘
v

:̂f
i

«

„

»の
.
*.普
久
生
# 

■物
..の-增
，し
，た
#]
合
，に
'應

.じ
て
、赁
銀
'を
僧

'加
'す
る

:'
己
ブ
レ
ぎ
保
^

さ
せ
.，る
‘ノ
ま
:1
:
'
.
^
«
_.寧
^

#

^

%

、̂
.
_*1
.加
：.せ
：ん
.と

す

；
る
，
働
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を

制

限

す

：
る

の

、
一

.

#

-K
.
:外
な

.ら
，....
ぬ
.
>濫
:.
1
:
;
.
.
.
.
.
.
.
^
;
^

物
；■.'0
.
:谓；
.力
It
.
.
.
熱リ
'

■f*

し
.て
、觀
營
法
を
改
良
す
る

Z
と
ば
か
り

.が
、決
し
て
勞

«

-'
*
の
利
益
^
副
 

>フ
所
以

'%
;̂
^
'い
0 

，で
.あ
つ
で
、斯
.の
如
く
#

へ
た
な
ら
'ば
、勞
働
組
合
.が

*
學
的

•經
營
，法
に
.皮
.對
%

猶
度
を
.取
る
こ 

i

b
.偶
然
^
な

：や
理
ti
l
が
誠
解
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
ビ

^

^
テ
丨

-̂
ぅ
茈
等
が

^

^
姐

^

の
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